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寒
さ
厳
し
か
っ
た
今
年
の
冬
に
漸
く

終
わ
り
を
告
げ
、
春
の
兆
し
が
見
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
一
月
一

日
に
野
上
町
と
美
里
町
が
合
併
し
、
紀

美
野
町
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
去
る
二
月
五
日
に
行
わ
れ
た
新
生

紀
美
野
町
長
選
挙
で
町
民
の
皆
様
方
の

大
変
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、不
肖
、私

が
紀
美
野
町
の
初
代
町
長
と
し
て
町
政

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
改
め
て
皆
様
方
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
、

改
め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、

町
政
に
精
魂
を
傾
注
す
る
決
意
で
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
七
年
七
月
に
県
庁
か
ら

旧
野
上
町
の
助
役
に
派
遣
さ
れ
ま
し
て

か
ら
早
い
も
の
で
十
年
余
り
の
歳
月
が

経
過
致
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
町
の
発

展
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
十
月
か
ら

は
合
併
協
議
に
も
全
力
を
注
い
で
ま
い

り
ま
し
た
。

平
成
の
大
合
併
の
大
き
な
流
れ
の
中

で
、
小
さ
い
町
に
と
っ
て
町
村
合
併
は

避
け
て
は
通
れ
な
い
大
き
な
問
題
で
あ

り
ま
し
た
。
本
年
一
月
一
日
に
新
町
紀

美
野
町
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
が
、
い

ま
、
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

っ
た
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
合
併
を

し
て
良
か
っ
た
と
町
民
の
方
々
に
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
、
県
庁
時
代
の
経
験
と
、
町
助

役
と
し
て
の
経
験
を
紀
美
野
町
の
町
づ

く
り
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
紀
美
野
町
の
町
づ
く
り
の
柱
と

し
て
次
の
七
つ
の
政
策
目
標
を
掲
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

・
み
ん
な
で
つ
く
る
町
づ
く
り

・
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

・
安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り

・
福
祉
の
充
実
し
た
町
づ
く
り

・
豊
か
な
教
育
を
め
ざ
す
町
づ
く
り

・
活
気
の
あ
る
町
づ
く
り

・
行
政
・
財
政
改
革
を
め
ざ
す
町
づ
く
り

紀
美
野
町
全
地
区
を
く
ま
な
く
回
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
中
で
大
勢
の
町
民
の

方
々
に
私
の
政
治
理
念
と
し
て
こ
れ
ら

七
つ
の
柱
を
ご
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
町
民
の
方
々
と
の
対
話

の
中
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
提
言
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
町
民
の
皆
様
方

の
新
生
紀
美
野
町
に
掛
け
る
思
い
と
し

て
、
今
後
の
町
政
運
営
に
役
立
て
て
行

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
信
条
は

「
公
平
・
公
正
な
行
政
」
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
真
心
行
政
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

紀
美
野
町
民
が
心
を
一
つ
に
し
て
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
頂
く
こ
と
が
大

変
大
事
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
紀
美
野

町
が
持
っ
て
い
る
潜
在
能
力
は
大
変
高

く
、
素
晴
ら
し
い
観
光
資
源
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
人
た
ち
の
英

知
と
努
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
き
た
歴

史
の
あ
る
町
で
あ
り
ま
す
。「
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
町
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
行
く
こ
と
に
よ

り
、
紀
美
野
町
に
輝
か
し
い
未
来
が
開

け
て
い
き
ま
す
。

今
日
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

変
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
徹

底
し
た
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、
町
民

が
安
全
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
め
ざ
し
、
合
併
し
て
良
か
っ
た

と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
町
づ

く
り
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
か
、
皆
様
方
の
ご
指
導
と

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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２
月
１
日
、
統
合
簡
易
水
道
事
業
工

事
の
う
ち
、
上
真
国
地
区
（
花
野
原
の

一
部
、
初
生
谷
、
北
野
、
四
郷
、
円
明

寺
の
一
部
　
72
戸
）
が
完
成
し
、
給
水

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

当
地
区
の
飲
料
水
な
ど
は
、
現
在
ま

で
谷
等
か
ら
の
取
水
な
ど
に
頼
っ
て
お

り
、
特
に
降
水
量
の
少
な
い
時
期
の
水

不
足
や
高
齢
化
に
よ
り
施
設
の
管
理
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
早
期
の
水

道
施
設
整
備
が
待
た
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
５

ケ
年
計
画
で
、
旧
美
里
町
内
の
５
つ
の

簡
易
水
道
を
３
つ
に
統
合
し
併
せ
て
未

給
水
地
域
の
解
消
を
目
的
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

第
26
回
県
下
逮
捕
術
大
会
が
２
月
14

日
、
和
歌
山
市
の
県
立
体
育
館
で
行
わ

れ
、
団
体
Ａ
組
で
海
南
警
察
署
が
初
優

勝
を
果
た
し
、
個
人
戦
で
は
久
保
和
代

選
手
（
船
尾
交
番
）
が
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

逮
捕
術
は
、
柔
道
、
剣
道
、
空
手
等

を
あ
わ
せ
た
、
犯
人
を
捕
ま
え
る
た
め

の
警
察
独
特
の
武
術
で
、
こ
の
大
会
に

は
、
県
警
本
部
と
県
内
14
署
か
ら
約
１

５
０
人
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

広報�3

昨
年
７
月
17
日
に
起
工
式
を
行
い
、

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
野
上
小

学
校
屋
内
運
動
場
（
体
育
館
）
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
３
月
９
日
に
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
す
。

完
成
し
た
体
育
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
二
階
建
、
延
床
面
積
１，
０

９
８
㎡
で
、
ア
リ
ー
ナ
５
１
３
㎡
、
ス

テ
ー
ジ
55
㎡
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

22
㎡
、
更
衣
室
、
ト
イ
レ
、
放
送
室
、

器
具
庫
等
を
備
え
、
バ
レ
ー
コ
ー
ト

（
小
学
生
用
）
や
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ

ー
ト
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
が
２
面

取
れ
る
広
さ
で
す
。

ま
た
、
３
月
11
日
に
「
オ
ズ
の
魔
法

使
い
」
の
記
念
公
演
が
行
わ
れ
、
そ
し

て
、
20
日
に
は
真
新
し
い
体
育
館

で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

松ケ峯浄水場の改良された沈殿池（手前）と
１池増設されたろ過池（前方）
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文
化
財
防
火
デ
ー（
１
月
26
日
）を
前
に
、国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
野
上
八
幡
宮
と
十
三

神
社
で
１
月
24
日
、消
防
署
員
、地
元
消
防
団
員
が
参

加
し
て
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
、関
係
者
ら
が
緊
張
し

た
表
情
で
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

午
前
９
時
か
ら
訓
練
が
行
わ
れ
た
十
三
神
社
で

は
、拝
殿
か
ら
出
火
し
た
と
の
想
定
で
、美
野
宮
司
が

初
期
消
火
、消
防
署
へ
の
通
報
、そ
し
て
、境
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
放
水
銃
で
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
野
上
八
幡
宮
で
は
、
若
宮

社
付
近
か
ら
出
火
し
た
と
の
想
定
で
、
薮
宮
司
が
消

防
署
へ
通
報
後
、
境
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
放
水
銃

で
放
水
し
、
通
報
で
駆
け
つ
け
た
消
防
署
員
が
タ
ン

ク
付
消
防
車
か
ら
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

町
民
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
火
災
・
地
震
な

ど
の
災
害
か
ら
み
ん
な
で
守
り
、
後
世
に
受
け
継

い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
!!

野
上
八
幡
宮
と
十
三
神
社
で
防
火
訓
練

上
神
野
小
学
校
は
、
平
成
15
年
度
よ

り
、
有
田
川
町
立
上
六
川
小
学
校
と
交

流
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
月
23
日

朝
、
上
六
川
小
学
校
の
児
童
12
人
が
先

生
方
に
引
率
さ
れ
来
校
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
歓
迎
会
や
合
同
授
業
を
行

い
、
午
後
は
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。
初

め
て
き
ね
を
持
つ
児
童
も
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
り
っ
ぱ
な
も
ち
が
つ
き
あ
が

り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
、
き
な
粉
を
つ

け
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
お

い
し
い
と
大
好
評
で
し
た
。

上
神
野
小
学
校
は
、
本
年
度
末
で
休

校
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
交
流
の
思
い

出
は
児
童
の
心
に
い
つ
ま
で
も
残
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

「
よ
う
こ
そ
上
六
川
小
学
校
」

上
神
野
小
学
校

２
月
14
日
、
兵
庫
県
宍
粟
農
業
改
良

普
及
事
業
協
議
会
の
方
々
15
名
が
神
野

支
所
で
、「
美
里
ふ
る
さ
と
村
」
に
つ

い
て
研
修
を
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
海

草
振
興
局
農
業
普
及
課
よ
り
活
動
内
容

が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
が
あ
り
、

協
議
会
の
方
か
ら
は
、
補
助
金
の
活
用

や
オ
ー
ナ
ー
園
の
管
理
、
農
作
業
の
指

導
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。「

美
里
ふ
る
さ
と
村
」
は
、
平
成
15

年
度
に
自
然
を
生
か
し
た
都
市
と
田
舎

の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
、
美
里
ふ
る
さ

と
村
運
営
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
現
在

毛
原
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
周
辺
農
地

（
３
反
）
を

オ
ー
ナ
ー

園
と
し
て

開
設
し
、
本

年
度
は
、
24

世
帯
（
１
０

９
名
）
が
野

菜
づ
く
り

や
米
づ
く

り
な
ど
を

体
験
さ
れ

ま
し
た
。

「
美
里
ふ
る
さ
と
村
」

を
研
修

兵
庫
県
か
ら
15
名
が
来
町
!!

放水訓練（野上八幡宮）放水訓練（野上八幡宮）�放水訓練（野上八幡宮）�

放水銃の点検をする関係者（十三神社）放水銃の点検をする関係者（十三神社）�放水銃の点検をする関係者（十三神社）�
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行　事� 対　象� 時　間� 場　所�
１日（水）�

�
２日（木）�
４日（土）�

�
�
�
�

７日（火）�
８日（水）�

�
９日（木）�
13日（月）�

�
15日（水）�

�
�
�
�

16日（木）�
22日（水）�
23日（木）�
31日（金）�

健康相談�
保育所開放�
もぐもぐタイム�
フッ素塗布�
歯科健診�
コアラ教室�
�
�
保育所開放�
健康相談�
保育所開放�
４か月児健診�
風しん�
保育所開放�
健康相談�
妊婦教室�
カンガルー教室�
�
�
保育所開放�
健康相談�
４か月児健診�
ＢＣＧ�

町民�
�
Ｈ17.7.1～17.8.31生まれ�
町内在住の２歳～年中児�
町民�
町内在住の１歳６か月�
以上の保育所未入所の�
子どもと保護者�
�
町民　�
�
Ｈ17.10.23～17.11.8生まれ�
Ｈ10.9.14～17.2.17生まれ�
�
町民�
町内在住の妊婦�
町内在住の５か月から�
１歳６か月頃までの�
子どもと保護者�
�
町民�
Ｈ17.11.9～17.11.22生まれ�
Ｈ17.10.1～17.12.31生まれ�

  9：00～11：00�
10：00～11：30�
�

14：00～15：30�
�
  9：30～11：30�
�
�
10：00～11：30�
  9：00～11：00�
10：00～11：30�
�
16：00集合�
10：00～11：30�
  9：00～11：00�
13：30～15：30�
  9：30～11：00�
�
�
10：00～11：30�
  9：00～11：00�
�

総合福祉センター�
神野保育所�
総合福祉センター�

総合福祉センター�
�
子育て支援センター�
�
�
第一保育所�
総合福祉センター�
毛原保育所�
海南市保健福祉センター�
田伏医院�
第二保育所�
総合福祉センター�
総合福祉センター�
総合福祉センター�
�
�
小川保育所�
総合福祉センター�
海南市保健福祉センター�
総合福祉センター�

（受付）9：00～9：30

（受付）13：00～13：30

（受付）13：00～13：30
（受付）13：00～13：30

施　　　　　　設� 開　放　時　間� 開　　放　　日�
子育て支援センター（第二保育所）�
�
プレイルーム（総合福祉センター）�

午前９時～11時30分�
午後２時～４時30分�
午前９時～午後５時�

毎週１回　　月曜日�
�
毎週　火曜日～日曜日�

月曜日～金曜日 9:00～17:00

3 月14日（火） 9:00～11:00
28日（火） 9:00～11:00健 康 相 談

3 月 2 日（木） 13:30～
7 日（火） 13:30～
16日（木） 13:30～

※予約制です

3 月14日（火） 9:00～11:00
28日（火） 9:00～11:00 

水 質 検 査

健康診断書の作成
一般健康相談

心の健康上、不安をもつ方及び家族

※精神科専門医師が相談に応じます。

こ こ ろ の
健 康 相 談

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで 海南市大野中９３９ （電話　４８２－０６００）

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 3 月14日（火） 9:00～11:00
28日（火） 9:00～11:00

検 便

化学検査　菌検査
赤痢菌　サルモネラ菌　大腸菌

3 月 6 日（月） 9:00～11:00
13日（月） 9:00～11:00

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするた
めの血液検査と登録手続きを行います。

3 月14日（火） 10:30～11:30
28日（火） 10:30～11:30

※予約制です
医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。

事業名 対象・内容等 日　　　時
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いったん正常に発達した知的機能が持続的に低下し、複数の認知障害があるために社会生活に支
障をきたすようになった状態が認知症です。
認知症は予防できない、治らないと思われがちですが、早期発見・対処により進行を抑えること

や、回復することも可能ですし、また認知症になったから能力のすべてが失われるというものでは
ありません。
現在の状態で「物忘れが激しい」、「言葉が出てこない」、「注意力が続かない」、「段取りが悪い」、

「一度に２つのことができない」、「予定が立てられない」ことが２つ以上あるか、もの忘れなどで生
活に支障のある時は、医療機関に相談してみましょう。
また認知症にならないためには、過去に体験したことを覚えているかという記憶力（エピソード

記憶）、２つのことを行うときに同時に気を配る能力（注意分割）、物事の手順を考える能力（計画
力）を鍛えるとともに、有酸素運動を習慣化することが大切です。
具体的な方法とその効果には次のようなものがあります。

（１）散歩やウォーキングをする有酸素運動を習慣化すると、脳の前頭葉や海馬の血流と代謝がよく
なります。脳の働きが活発になるので「記憶力」や「注意力」が向上します。

（２）１日前の日記を書く
日記を書くために、昨日あったことを思い出そうとしたり、自分の行動を忘れないように意識
します。「いつ、どこで、何をした」という「エピソード記憶」を鍛えることができます。

（３）人と話す
人と話をするときは、「聞く」「理解する」「判断する」「計画する」「話す」など、いくつもの
注意をはらっています。５～６人のグループで話し合うことによって、「注意分割力」を鍛え
ることができます。

（４）２つの料理を同時に作る
２つの料理を同時に作るためには、手順を考えたり、一度に２つの作業を並行して進めなけれ
ばなりません。「計画力」や「注意分散力」を鍛えることができます。

（５）旅行プランをたてる
旅行の企画をたてて、実行に移すためには、「計画力」などの「思考力」を使います。また、
グループで話し合いながら計画をたてると、「注意分割力」を鍛えることができます。

引用：『いつまでもイキイキ生活』－元気な体をつくる｢介護予防｣－
財団法人　東京都高齢者研究・福祉振興財団

東京都老人総合研究所　介護予防緊急対策室　発行

介護予防（認知症）について

紀美野町では、介護状態の悪化予防と介護者の健康の保持・増進を目的として、４月から７月まで
の毎月１回介護の実習と健康相談等を行います。
実際に介護を行っている方だけでなく、介護の方法や介護保険等に関心のある方はふるってご参加

ください。
日　　　　程 毎月第３水曜日・午後１時30分～３時30分
場　　　　所 紀美野町役場　神野支所　３階　会議室

（紀美野町神野市場226番地の１）
内　　　　容 毎回参加者の健康チェック（血圧測定・検尿・身体測定等）、

介護方法の実習、認知症について、健康体操
申 し 込 み 総合福祉センター内　保健福祉課　TEL  489－9960、
お問い合わせ または神野支所　保健福祉室　TEL  495－3464

なお、希望される内容だけの受講もできます。
（第１回）４月19日 高齢者と介護者のこころと体の健康、排泄の介助
（第２回）５月17日 環境整備と移動の介助、車いすの操作
（第３回）６月14日 着替えの介助、入浴の介助、清拭の方法
（第４回）７月19日 食事の介助、口と歯の手入れ
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来
る
３
月
３
日
（
金
曜
日
）
午
後
２

時
か
ら
３
時
の
間
で
「
耳
の
日
無
料
相

談
」
を
耳

鼻
咽
喉
科

で
行
い
ま

す
。
皆
様

お
気
軽
に

お
越
し
く

だ
さ
い
。

先月号では特に最近問題となっている「メタボリックシンドローム」（内臓脂肪症候群）につ
いてお伝えしました。
生活習慣病（肥満・糖尿病・高血圧・高脂血症など）の予防は運動習慣や食生活、疲労など、

毎日の生活を見直すことから始まります。その中でも生活習慣病予防の重要な鍵を握っている
「運動」について、今回から２回に分けて、お伝えします。

有酸素運動で脂肪を燃焼
内臓脂肪は運動をすると減りやすい特徴があります。とくに「有酸素運動」が効果的です。

有酸素運動とは、体に十分に酸素を取り込みながら行うものです。ジョギング、サイクリング、
水泳などがありますが、なかでもウォーキングが体への負担が少なく手軽です。下記のポイン
トを参考に日常生活に取り入れてみてください。

～運動シリーズ①～

ウォーキングのポイント�

肩、肘の力を抜く。�
肘の角度は90度程度に。�

顔は目の高さより少し上を�
見るくらいに上げる。�

背筋を伸ばし�
胸を張って堂々と歩く。�歩幅は大きく。�

かかとからしっかりと�
着地する。�

★ウォーキングに関するパンフレットなどを総合福祉センターに置いてありますので、ご希望の
方はお問い合わせください。（総合福祉センター　TEL 489－9960）
★毎週水曜日９時～11時に総合福祉センターにて健康相談（血圧測定・検尿・骨密度測定など）
を実施していますので、どうぞ、ご利用ください。
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平
成
18
年
度
の
保
険
料
は
１
ヶ

月
２
８
０
円
増
額
の
１
３，
８
６

０
円
と
な
り
ま
す
。
４
月
初
旬
に

１
年
度
分
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
１
年
前
納
、
半
年
前
納

（
前
期
・
後
期
）
の
納
付
書
も
添

付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
保
険
料

割
引
の
あ
る
前
納
制
度
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

納
付
書
で
前
納
す
る
と
１
６

６，
３
２
０
円
が
１
６
３，
３
７
０

円
に
な
り
２，
９
５
０
円
割
引
と

な
り
ま
す
。
口
座
振
替
に
よ
る
前

納
で
は
１
６
２，
８
３
０
円
に
な

り
３，
４
９
０
円
割
引
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
１
ヶ
月
毎
の
口
座
振
替

の
早
割
制
度
は
50
円
割
引
と
な
り

ま
す
。（
平
成
18
年
度
）
納
付
は

納
め
忘
れ
が
な
く
手
間
の
か
か
ら

な
い
、
口
座
振
替
が
便
利
で
お
得

で
す
。
役
場
窓
口
や
金
融
機
関
、

社
会
保
険
事
務
所
窓
口
で
手
続
き

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
口
座
振
替
納

付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
17
年
度
に
半
額
免

除
に
該
当
さ
れ
た
方
に
は
、
４
月

か
ら
６
月
分
の
半
額
納
付
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。（
７
月
初
旬
に
、

７
月
分
以
降
の
全
額
納
付
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。）

国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
住
民
課
国
民
年
金
係

（
℡
４
８
９
―
５
９
０
３
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

町
税
等
の
納
付
に
つ
い
て

３
月
31
日
納
期
限
の
町
税
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
納
め
て
く

だ
さ
い
。

・
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
分

【
旧
野
上
町
】

・
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）

第
５
期
分

【
旧
野
上
町
】

納
税
に
は
便
利
で
安
全
、
確
実

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ

本
庁
税
務
課

（
℡
４
８
９
―
５
９
０
５
）

神
野
支
所
税
務
室

（
TEL
４
９
５
―
３
４
６
５
）

４
月
の
初
旬
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
書
が

送
付
さ
れ
ま
す

税
務
課（
室
）か
ら

の
お
知
ら
せ

国

民

年

金

自主納付にご協力を 和歌山地方税回収機構を設立
～市町村と県が連携し滞納整理体制づくりを進めています。～

４月に、和歌山地方税回収機構が発足します。
この機構は、県内全市町村と県が連携して、徴収体制を強化することを目的に、再三の催告に応

じない案件や滞納額が高額な案件などの事案を引き受け、財産の差押えや差押財産の公売などの滞
納処分を前提に滞納整理を行う組織です。
対象予定の滞納者には催告文書を送付します。期日までに納付意思が見られない場合には、機構

へ引き継ぎ、本格的な滞納整理が行われることとなります。
お問い合わせ先　　　税務課　ＴＥＬ０７３－４８９－５９０５

戦没者等の妻の方へ
―戦没者等の妻に対する特別給付金の
請求はお済みですか―

●平成15年４月１日現在、次の年金給
付の受給権を有する戦没者等の妻に
特別給付金が支給されます。
・恩給法による公務扶助料・特例扶
助料

・戦傷病者戦没者等援護法による遺
族年金・遺族給付金（公務傷病又
は勤務関連傷病による死亡を支給
事由とするもの）

・旧令共済組合特別措置法の殉職年
金　等

●請求期限は、平成18年３月31日まで
です。
この日を過ぎると、時効により権利

が消滅し、特別給付金を受けることが
できなくなりますので、請求忘れのな
いようお早めに手続をしてください。

戦没者父母の方へ
― 戦没者の父母等に対する特別給付金の請求はおすみで
すか―

●次の要件を満たす戦没者の父母に特別給付金が支給さ
れます。

（1）平成15年４月１日現在、次の年金給付の受給権を有
すること。
・恩給法による公務扶助料・特例扶助料
・戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金・遺族
給付金（公務傷病又は勤務関連傷病による死亡を支
給事由とするもの）
・旧令共済組合特別措置法の殉職年金　等

（2）戦没者死亡後から平成15年３月31日までの間に氏を
同じくする子又は孫（自然血族）を有するに至らな
かったこと。

●請求期限は、平成18年３月31日までです。
この日を過ぎると、時効により権利が消滅し、特別

給付金を受けることができなくなりますので、請求忘
れのないようお早めに手続をしてください。
請求手続きなど詳しい内容については、
和歌山県　福祉保健総務課　援護班

ＴＥＬ　０７３－４４１－２４７６



「貸します詐欺」にご注意ください
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最近、大手金融機関などを装って、｢お金を貸
します｣といった内容の偽者ＤＭ（ダイレクトメ
ール）や携帯メール等を送りつけて、保証金や
保険金名目でお金を騙し取る新手の手口が急増
しています。
このような詐欺行為を｢貸します詐欺｣といい
ます。
被害にあわないよう十分ご注意ください。

騙されないために

「騙
だま

されないための心構え三か条」
（第一のポイント）
■取引関係のないところから突然送られてくる、
「お金貸します」とのダイレクトメール（Ｄ
Ｍ）・携帯メール等に注意。
（低金利で、しかも高額を貸し付けるかのよう

な広告に注意）
（第二のポイント）
■融資をする前に、様々な口実でお金を振り込
まそうとする手口に注意。
（保証料、保険料などの名目で必ずお金を要求
してきます）

（第三のポイント）
■「貸します詐欺」かもしれないと感じたら、
送金の前に以下に問い合わせ。

｢貸します詐欺｣被害ホットライン
ＴＥＬ　０３－５３２０－４７７５

（東京都貸金業対策課）
平日：午前９時～12時、午後１時～４時30分

※夜間・休日は、留守番電話の「受付ダイヤル」
になります。

　食品の多様化、消費者の食品の品質及び安全性や健康に対する関心の高まりなどに対応して、食品の表示
制度を充実・強化する観点から、平成１１年にＪＡＳ法が改正され、一般消費者向けに販売される全ての飲
食料品に品質表示が義務づけられました。�
　その具体的な表示事項、表示方法は飲食料品の種類に応じて定められています。�

「原産地」�
国産品は都道府県名を記載。（市町村名や一
般に知られている地名でもよい）�
輸入品は原産国名を記載。（一般的に知られ
ている地名でもよい。）�

「原産地」�
国産品は水域名または地域名(主たる養殖場が属する都道府県名
をいう。）を記載。ただし水域名の記載が困難な場合にあって
は、水揚げした港名または水揚げした港が属する都道府県名。�
輸入品は原産国名を記載。（水域名の併記も可能）�

「原産地」�
国産品は国産である旨を記載。��
（都道府県や一般に知られている地名でもよ
い）�
輸入品は原産国名を記載。�

（注）：約２年間（平成１８年１０月１日まで）の移行期間があります。�

その他、食品の種類により、有機農産物や遺伝子組換え食品など、�
たくさんの表示のルールが定められています。�



２
月
19
日
（
日
）
県
庁
〜
マ

リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
間
で
第
５
回
市

町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
、
10
区
間
25

km
の
コ
ー
ス
を
１
時
間
30
分
10

秒
の
好
タ
イ
ム
で
小
学
生
４

人
、
中
学
生
６
人
が
「
た
す
き
」

を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

４
区
の
小
学
男
子
1.9
km
区
間

で
中
田
瑛
次
さ
ん
（
野
上
小
学

校
６
年
）
が
５
分
43
秒
の
タ
イ

ム
で
区
間
第
４
位
に
、
ま
た
、

６
区
の
中
学
男
子
3.6
km
区
間
で

宮
脇
工
さ
ん
（
野
上
中
学
校
１

年
）
が
11
分
44
秒
で
区
間
第
６

位
に
、
７
区
の
小
学
男
子
2.0
km

区
間
で
田
伏
雅
也
さ
ん
（
野
上

小
学
校
５
年
）
が
７
分
04
秒
の

タ
イ
ム
で
区
間
第
８
位
に
、
８

区
の
小
学
女
子
1.6
km
区
間
で
池

原
友
里
恵
さ
ん
（
野
上
小
学
校

６
年
）
が
５
分
52
秒
の
タ
イ
ム

で
区
間
第
６
位
に
、
９
区
の
中

学
男
子
3.3
km
区
間
で
伊
南
慈
晃

さ
ん
（
野
上
中
学
校
１
年
）
が

11
分
01
秒
で
区
間
第
５
位
に
見

事
入
賞
し
ま
し
た
。

監
督
の
大
岩
勝
良
さ
ん
は

「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
10
名
と
控
え
に

ま
わ
っ
た
15
名
の
選
手
の
気
持

ち
が
ひ
と
つ
と
な
り
見
事
に
タ

ス
キ
が
つ
な
が
り
、
好
記
録
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
の
チ
ー
ム
は
み
ん
な
良
い
走

り
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年

は
中
学
３
年
生
が
１
人
と
い
う

こ
と
で
、
来
年
へ
の
土
台
が
で

き
ま
し
た
。
来
年
度
は
ぜ
ひ
８

位
入
賞
を
し
た
い
で
す
。」と
コ

メ
ン
ト
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
５
年
連
続
登
録
選

手
の
表
彰
が
あ
り
、
小
角
一
平

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

以
下
は
力
走
し
て
く
れ
た
各

区
間
の
選
手
で
す
。

一
区
　
小
角
一
平
（
野
上
中
３

年
）■
二
区
　
楠
岡
葵（
野
上
小

６
年
）■
三
区
　
古
岩
沙
紀（
美

里
中
２
年
）
■
四
区
　
中
田
瑛

次（
野
上
小
６
年
）■
五
区
　
古

阪
恵
理
子（
美
里
中
１
年
）■
六

区
　
宮
脇
工（
野
上
中
１
年
）■

七
区
　
田
伏
雅
也
（
野
上
小
５

年
）■
八
区
　
池
原
友
里
恵（
野

上
小
６
年
）
■
九
区
　
伊
南
慈

晃（
野
上
中
１
年
）■
十
区
　
広

尾
果
苗
（
野
上
中
１
年
）

山
　
　
彦

第
10
号

「
蛍
の
光
　
窓
の
雪
…
」

３
月
は
別
れ
の
月
で
あ
る
。

中
学
生
は
義
務
教
育
９
年
を

過
ご
し
て
、
人
生
の
ス
タ
ー
ト

を
踏
み
出
す
月
で
あ
る
。
し
か

し
、
卒
業
ま
な
く
受
験
、
別
れ

を
惜
し
ん
で
い
る
間
は
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
行
く
道
は
異
な
る
け

れ
ど
、
希
望
の
行
き
先
へ
進
ん

で
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

紀
美
野
町
の
中
学
生
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
３
分
の
２
の

生
徒
が
将
来
こ
ん
な
職
に
つ
き

た
い
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い

る
。
様
々
な
職
業
に
分
か
れ
て

い
る
。
第
１
位
は
ス
ポ
ー
ツ
選

手
、そ
し
て
保
育
士
、看
護
師
…
。

今
、
県
内
ど
こ
の
高
校
に
も

進
学
で
き
る
。
だ
か
ら
、
紀
美

野
町
の
生
徒
も
広
範
囲
の
地
域

の
学
校
へ
進
学
し
て
い
る
。
県

下
の
進
学
率
は
96
％
ら
し
い
。

ま
た
、
小
中
学
校
一
貫
教
育
の

学
校
も
あ
る
。
小
学
校
や
中
学

校
を
受
験
す
る
児
童
も
い
る
。

だ
が
、
そ
の
中
に
は
早
く
も
苦

難
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
か
も
し
れ
な

い
。『
が
ん
ば
れ
』
義
務
教
育
で

「
生
き
る
力
」を
育
ん
で
き
た
じ
ゃ

な
い
か
。
人
生
に
お
い
て
、
挫
折

は
１
度
は
２
度
じ
ゃ
な
い
。
踏
ま

れ
て
も
踏
ま
れ
て
も
起
き
上
が

る
、
雑
草
の
ご
と
く
強
く
生
き
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

そ
ん
な
、
卒
業
の
季
節
が
や

っ
て
き
た
。
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★
牛
乳
パ
ッ
ク
で
ペ
ン
立
て
を

作
ろ
う

１
日（
水
）・
８
日（
水
）

★
ち
ぎ
り
絵
や
切
り
絵
を
作
ろ
う

22
日（
水
）・
29
日（
水
）

時
間
は
い
ず
れ
も
　
午
後
２
時

〜
午
後
５
時

中
央
公
民
館
保
育
室

★
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

15
日
（
水
）
午
後
２
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

「
野
い
ち
ご
の
会
」
の
方
々

中
央
公
民
館
図
書
室

「
紀
美
野
町
ぶ
ん
だ
ら
隊
」

「
紀
美
野
町
ぶ
ん
だ
ら
隊
」

が
、
４
月
よ
り
新
し
く
活
動
を

始
め
ま
す
。
簡
単
な
動
作
を
繰

り
返
す
、盆
踊
り
風
の
踊
り
で
、

こ
ち
ら
で
は
、
通
常
の
ぶ
ん
だ

ら
踊
り
と
は
少
し
異
な
っ
た
、

ニ
ュ
ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ぶ
ん
だ

ら
を
練
習
し
ま
す
。

み
ん
な
で
仲
良
く
踊
る
こ
と

で
、
体
力
づ
く
り
が
で
き
、
さ

ら
に
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
効
果
も
期
待
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
は
、
町
内
の
夏
祭
り

や
、
和
歌
山
市
の
ぶ
ん
だ
ら
祭

り
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
楽
し
く
踊
っ

て
紀
美
野
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん

か
。活

動
は
、
毎
週
日
曜
日
夜
７

時
30
分
か
ら
、
中
央
公
民
館
で

行
い
ま
す
。

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
中
央
公

民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

去
る
１
月
28
日
・
29
日
の
両

日
、
志
賀
野
地
区
公
民
館
に
於

い
て
、
合
同
文
化
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
、
志
賀
野
保

育
所
が
休
園
の
為
、
志
賀
野
小

学
校
の
学
習
発
表
会
と
合
同
開

催
に
な
り
ま
し
た
。

過
疎
の
進
む
地
域
で
の
生
涯

学
習
を
考
え
る
と
き
、
大
人
も

子
ど
も
も
共
に
協
力
し
合
い
な

が
ら
作
り
上
げ
て
い
く
こ
の
文

化
祭
は
、
大
変
、
意
義
の
あ
る

行
事
に
思
い
ま
す
。
初
日
の
芸

能
大
会
で
、
自
慢
の
の
ど
や
習

い
た
て
の
手
品
、
得
意
芸
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
２
日
目
は
、
小
学
生
の

か
わ
い
い
劇
や
学
習
実
験
を
発

表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
両
日
公
民
館
活
動
で

の
作
品
な
ど
を
大
勢
の
み
な
さ

ん
に
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

れ
ぞ
れ
に
お
越
し
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
は
、
満
足
し
て

い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。み

ん
な
で
盛
り
上
げ
、
み
ん

な
が
盛
り
上
が
る
文
化
祭
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
活
動
の
輪
が
も
っ
と
も
っ
と

広
が
る
様
に
祈
り
ま
す
。

※
た
だ
い
ま
、
手
品
講
座
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
志
賀
野
地
区
公
民

館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

開
催
日
時
　
毎
月
第
２
水
曜

日
　
午
後
２
時
〜

「
す
わ
っ
て
読
む
？
　
た
っ
て

読
む
？
　
ね
こ
ろ
ん
で
読
む
？

ひ
と
り
で
読
む
？
　
ふ
た
り
で

読
む
？
　
み
ん
な
で
読
む
？

あ
な
た
は
ど
っ
ち
？
」

お
は
な
し
会

３
月
15
日
（
水
）
中
央
公
民
館

図
書
室

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

読
書
サ
ー
ク
ル
野
い
ち
ご
の
会

の
み
な
さ
ん

新
刊
紹
介

―
中
央
公
民
館
―

■「
国
家
の
品
格
」藤
原
正
彦
・

著
■
「
震
度
０
ゼ
ロ
」
横
山
秀

夫
・
著
■「
武
士
道
」新
渡
戸
稲

造
・
著
■
「
が
ん
で
も
私
は
不

思
議
に
元
気
」
絵
門
ゆ
う
子
・

著
■
「
ナ
タ
ー
シ
ャ
」
手
島
悠

介
・
著
■
「
盲
導
犬
不
合
格
物

語
」沢
田
俊
子
・
著
■「
旅
の
く

つ
屋
が
や
っ
て
き
た
」
小
倉

明
・
文
■「
ぼ
く
、
グ
ジ
グ
ジ
」

チ
ェ
ン
・
チ
ー
ユ
エ
ン
・
作

―
文
化
セ
ン
タ
ー
―

■「
絵
は
が
き
に
さ
れ
た
少
年
」

藤
原
章
生
・
著
■
「
ち
り
め
ん

細
工
の
お
節
句
の
つ
る
し
飾

り
」
■
「
夢
の
な
か
」
北
原
亜
以

子
・
著
■
「
カ
ポ
ネ
」
佐
藤
賢

一
・
著
■「
目
眩
し
」ゼ
ー
バ
ル

ト
・
著
■
「
女
帝
の
歴
史
を
裏

返
す
」永
井
路
子
・
著
■「
も
っ

た
い
な
い
事
典
」
赤
星
た
み

こ
・
著
■
「
愛
が
な
い
部
屋
」

石
田
衣
良
・
著
■
「
あ
ら
し
の

よ
る
に
」き
む
ら
ゆ
う
い
ち
・
著

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
三
百
冊
】
米
田
紗
菜
（
野
小

２
年
）【
五
百
冊
】
岩
橋
亜
美

（
野
小
２
年
）【
六
百
冊
】
北
ゆ

う
佳
（
野
小
４
年
）

お
知
ら
せ

「
め
だ
か
ぶ
ん
こ
」
の
す
す
め

「
３
歳
の
と
き
私
は
、
ど
ん
な

本
を
読
ん
で
い
た
の
か
な
？
」

自
分
だ
け
の
読
書
の
記
録
を
残

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
は
、
乳
幼
児
か
ら
中
学
生

ま
で
。

「
め
だ
か
ぶ
ん
こ
」
カ
ー
ド
に
、

読
ん
だ
本
の
題
名
を
書
い
て
い

こ
う
！

（
25
冊
ご
と
に
、
ま
た
１
０
０

冊
ご
と
に
ご
ほ
う
び
を
、
用
意

し
て
い
ま
す
。）

文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
休
室

期
間
　
３
月
３
日
（
金
）
〜
３

月
12
日（
日
）

皆
様
が
快
適
に
図
書
室
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
資
料
整
理

を
行
い
ま
す
。

期
間
中
の
図
書
の
返
却
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広報�11
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第
13
回
児
童
合
唱
団
定
期
演

奏
会４

月
23
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
〜
　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

【
曲
目
】「
美
女
と
野
獣
」「
メ

モ
リ
ー
」
他

【
賛
助
出
演
】
海
南
児
童
合
唱

団
・
リ
リ
ア
ン
コ
ー
ル
ノ
カ
ミ

【
出
演
者
】宮
本
花
波
・
田
中
美

早
・
楠
岡
葵
・
中
浴
綾
香
・
山
片

実
咲
・
松
尾
佳
奈
・
西
浦
侑
希
・

桑
添
愛
加
・
高
木
千
賀
・
水
谷

心
咲
・
北
ゆ
う
佳
・
水
谷
千
尋
・

常
田
奈
央
・
田
中
祐
衣
・
松
尾

莉
佳
・
大
西
彩
月
・
橋
本
柊
圭
・

常
田
優
香
・
西
岡
と
も
み
・
北

晃
知
・
松
尾
ち
あ
き

「
歌
、
語
り
、
踊
り
な
ど
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
も
交
え
ま
す
。
み
な

さ
ん
観
に
来
て
く
だ
さ
い
！
」

町
民
体
力
測
定
会

「
自
分
の
体
力
を
測
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
」

３
月
18
日
（
土
）
午
前
９
時
開

会
式

若
者
広
場
・
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー

【
種
目
】
握
力
、
上
体
越
こ
し
、

立
ち
幅
跳
び
、
50
ｍ
走
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
他
　
※
年
齢
に

よ
り
種
目
が
異
な
り
ま
す
。

【
申
込
み
】
３
月
15
日
（
水
）

ま
で
に
中
央
公
民
館
へ

【
そ
の
他
】
参
加
費
無
料
、
当

日
は
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、

運
動
靴
（
屋
内
・
屋
外
両
方
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】
野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ

「
宇
宙
の
話
、
星
空
と
の

出
会
い
」
講
座
　
募
集

来
る
４
月
か
ら
翌
年
の
３
月

ま
で
毎
月
１
回
、
原
則
と
し
て

中
央
公
民
館
に
お
い
て
「
宇
宙

の
話
、
星
空
と
の
出
会
い
」
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

宇
宙
や
天
体
・
天
文
に
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
こ
の
講
座
は
小
学
生

以
上
で
あ
れ
ば
受
講
が
可
能
で

す
。

【
場
所
】
中
央
公
民
館

【
日
時
】
原
則
毎
月
第
２
水
曜
日

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

【
参
加
費
】
無
料
（
但
し
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
製
作
等
で
３

０
０
０
円
程
度
の
自
己
負
担
を

お
願
い
し
ま
す
。）

【
申
込
み
】
３
月
６
日
（
月
）

ま
で
中
央
公
民
館
へ
電
話
で
申

込
む
か
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

先
着
40
名
程
度

【
講
師
】
み
さ
と
天
文
台
研
究

員（
矢
動
丸
・
豊
増
・
小
澤
氏
）

【
内
容
】「
惑
星
や
銀
河
を
み
よ

う
」、「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
や
タ

イ
ム
マ
シ
ン
に
つ
い
て
」、「
彗

星
（
す
い
せ
い
）
観
望
会
」、「
し

し
座
流
星
群
立
体
視
」、「
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
工
作
」、「
レ
ン
ズ

ア
ン
テ
ナ
大
実
験
」
な
ど
。

※
左
記
の
写
真
は
み
さ
と
天
文

台
で
撮
影
さ
れ
た
天
体
写
真
で

す
。
上
か
ら
「
天
の
川
」、「
Ｍ

42
オ
リ
オ
ン
大
星
雲
・
馬
頭
星

雲
等
」、「
土
星
」

12

鯉
の
ぼ
り
の
寄
贈
の
お
願
い

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
で
は
、
貴
志

川
の
清
流
を
い
つ
ま
で
も
保
と

う
と
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

啓
発
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
例
年
貴
志

川
に
鯉
の
ぼ
り
を
遊
泳
し
て
い

ま
す
が
、
劣
化
に
よ
り
数
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

ご
家
庭
で
不
要
に
な
り
ま
し

た
鯉
の
ぼ
り
を
ご
寄
贈
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
３
月
中
に
中

央
公
民
館
ま
で
お
持
ち
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。



上
神
野
小
学
校
に
は
、
現
在

２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児

童
、
計
11
人
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
人
数
が
少
な
い
た
め
、
休

憩
時
間
に
は
全
児
童
で
仲
よ
く

遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
登
下

校
も
、
毎
日
集
団
登
下
校
を
し

て
お
り
、
皆
元
気
い
っ
ぱ
い
に

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

方
々
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で

我
々
も
日
頃
の
成
果
を
発
表
す

る
と
と
も
に
、
年
会
自
体
の
開

催
に
も
協
力
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

天
文
学
会
で
は
こ
の
よ
う
な

機
会
に
一
般
の
方
々
に
も
、
天

文
学
へ
の
興
味
を
持
っ
て
頂
く

と
同
時
に
、
研
究
成
果
の
還
元

を
目
的
と
し
た
講
演
会
を
行
い

ま
す
。
日
時
は
３
月
26
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら
、
和
歌
山
県
勤

労
福
祉
会
館
・
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ

で
す
。
参
加
無
料
で
、

事
前
の
申
込
み
は
不
要

で
す
。
是
非
こ
の
機
会

に
、
天
文
学
の
最
前
線

に
触
れ
て
み
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。（
み
さ

と
天
文
台
・
小
澤
友
彦
）

図
注
釈：

講
演
会
ポ
ス

タ
ー（
作：

小
澤
友
彦
）

「
日
本
天
文
学
会
２
０
０
６

春
季
年
会
」

今
月
末
の
３
月
27
日
（
月
）

か
ら
３
日
間
。
和
歌
山
大
学
で

日
本
天
文
学
会
２
０
０
６
年
春

季
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
本
天
文
学
会
の
原
点
は
明

治
と
古
く
、
現
在
で
は
個
人
・

団
体
を
含
め
２
８
０
０
名
を
超

え
、
天
文
分
野
と
し
て
は
国
内

最
大
の
学
会
と
な
り
ま
す
。
年

会
は
、
こ
の
学
会
に
所
属
す
る

研
究
者
の
交
流
の
場
で
あ
り
、

１
年
に
春
・
秋
の
２
度
行
わ
れ
、

研
究
の
報
告
や
議
論
を
交
わ

し
、
ま
た
国
家
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
方
向
性
を
検
討
す
る
な

ど
、
非
常
に
重
要
な
目
的
を
持

っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
年
会
が
、
今
回
は
和
歌

山
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
と
な
る
和
歌
山
大
学
に

は
、
全
国
か
ら
数
百
名
の
天
文

学
者
や
天
文
教
育
に
携
わ
る
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大
絵
馬
の
犬
に
一
礼
初
戎

松
山
亜
以
子

臘
梅
に
触
れ
て
ひ
ん
や
り
す
る
日
差
し

岩
橋
卓
二

白
梅
や
女
人
高
野
に
杖
の
音

馬
谷
富
貴
子

風
吹
け
ば
喉
の
痛
み
や
冬
旱

口
井
重
信

年
の
豆
ひ
と
つ
ぶ
だ
け
の
老
の
口

城
山
ふ
み
枝

進
ま
ざ
る
ち
ぎ
り
絵
置
き
て
春
愁

口
井
ト
シ
子

首
巻
き
に
黄
色
の
タ
オ
ル
榾
木
伐
る

井
口
惇
子

榾
く
べ
て
三
面
記
事
を
拾
ひ
読
み

池
上
幸
子

人
形
の
鬼
は
下
座
に
節
分
会

堀
口
義
子

生
か
さ
れ
て
己お
の

が
原
点
紀
美
野
町

田
渕
竜
男

初
の
日
の
出
へ
餅
供
ふ
べ
く
霜
は
ら
ふ
わ
が
て
の
ひ
ら
は
年
祝ほ

ぎ
の
紅

山
本
綾
子

舞
ひ
上
り
舞
ひ
落
つ
る
ブ
ナ
の
紅
葉
よ
大
夕
映
の
茜
に
染
み
つ
つ吉

村
紀
子

一
枚
の
枯
れ
葉
は
吹
か
れ
ま
い
も
ど
る
ベ
ラ
ン
ダ
と
い
う
囲
い
の
中
に

井
下
竜
子

師
走
の
朝
の
さ
ら
に
冷
ゆ
る
に
亡
夫
の
形
見
の
ド
テ
ラ
を
引
っ
か
ぶ
り
た
り

今
出
端
子

夫
婦
し
て
庭
の
手
入
れ
に
精
出
せ
ば
遅
き
正
月
来
た
心
持

大
岩
武
司

初
孫
を
抱
け
ば
頑
固
さ
何
処
へ
や
ら
せ
つ
な
の
笑
に
め
ろ
め
ろ
に
な
る
　

滝
垣
内
嘉
代
子

今
朝
降
り
し
細
さ
さ
め

の
雪
の
薄
衣

う
す
き
ぬ

に
南
天
の
実
の
朱あ

け

の
趣
き

上
中
前
澄
子

孫
二
人
吾
に
よ
り
添
い
背
く
ら
べ
見
上
ぐ
る
オ
バ
バ
は
肩
ま
で
眼
ま
で
　

森
下
玉
子

取
り
落
と
し
床
に
割
れ
た
る
鶏
卵
を
そ
っ
と
拭
き
つ
つ
吾
が
掌
を
み
つ
む
　

梶
谷
美
瑳
子

【
お
詫
び
と
訂
正
】

２
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

姿
見
に
我
が
身
う
つ
し
て
屈か
が

み
ゆ
く
背
を
伸
ば
し
て
初
の
出
勤西

佐
古
祐
子

本
年
度
、
上
神
野
小
学
校
で

は
、
国
語
教
育
や
情
報
機
器
の

活
用
、
ふ
る
さ
と
学
習
、
そ
し

て
他
校
と
の
交
流
に
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
ふ
る
さ
と
学
習

の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
炭
焼
き
」
に
つ
い
て
、
紹
介
し

ま
す
。
本
校
の
炭
焼
き
窯
は
、

一
昨
年
の
８
月
、
梶
谷
さ
ん
た

ち
と
共
に
、
児
童
や
教
職
員
も

汗
に
ま
み
れ
完
成
さ
せ
た
も
の

で
、「
か
じ
か
窯
」と
、命
名
し
て

い
ま
す
。
こ
の
窯
で
、先
日
、本

年
２
回
目
の
炭
焼
き
を
行
い
ま

し
た
。
梶
谷
さ
ん
、
谷
坂
さ
ん

の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、
焼
き

上
が
り
は
上
々
の
よ
う
で
す
。

本
校
は
、
３
月
末
で
休
校
と

な
る
こ
と
が
、
決
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
炭
を
、

休
校
式
に
来
校
さ
れ
た
方
や
地

域
の
皆
様
に
、
記
念
に
お
配
り

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



〜
全
国
春
の
火
災
予
防
運
動
実

施
中
〜

３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日
ま

で
の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に

「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
運
動
は
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と

な
る
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
火
災

予
防
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を

実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
火
災
の

発
生
を
防
ぐ
こ
と
と
、
火
災
に

よ
る
死
傷
者
事
故
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
毎
年

全
国
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

16
年
中
の
全
国
の
総
出
火
件

数
は
６
万
３
８
７
件
で
、
和
歌

山
県
で
は
５
２
８
件
で
し
た
。

火
災
原
因
の
第
１
位
は
放
火
で

８，
２
１
０
件（
全
火
災
の
13.6
％
）

発
生
し
８
年
連
続
と
な
り
、
放

火
の
疑
い
を
合
わ
せ
る
と
１
万

４
０
０
件
（
全
火
災
の
23.2
％
）

に
な
り
ま
す
。次
い
で
た
ば
こ
、

コ
ン
ロ
、
た
き
火
、
火
遊
び
、

ス
ト
ー
ブ
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
出
火
件
数
を
四
季
別
に
み

る
と
、
火
災
は
、
火
気
を
使
用

す
る
機
会
の
多
い
冬
季
（
12
月

〜
２
月
）
か
ら
春
季
（
３
月
〜

５
月
）に
か
け
て
多
く
発
生
し
、

総
出
火
件
数
の
57.5
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
に
入
り
住
宅
火

災
に
よ
る
死
傷
者
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
次
に
挙
げ
る
「
住
宅

防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト
」
に
留
意
し
火
災
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
３
つ
の
習
慣

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

〈
３
つ
の
習
慣
〉

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し

な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え

や
す
い
物
か
ら
離
れ
た

位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の

そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
へ
の
着
火
を
ふ

せ
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使

用
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

〈
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い

て
〉

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
…
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、

火
災
の
煙
や
熱
な
ど
を
自
動
的

に
感
知
し
て
知
ら
せ
て
く
れ
る

機
械
で
、
火
災
発

生
を
警
報
音
や
音

声
で
知
ら
せ
ま
す
。

○
な
ぜ
必
要
と
な
っ
た
の
？

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
建

物
火
災
に
よ
る
死
者
全
体
の
約

９
割
を
占
め
、
そ
の
６
割
程
度

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
住
宅
火
災
で

亡
く
な
っ
た
方
の
約
７
割
が

「
逃
げ
遅
れ
」
で
、
よ
り
早
く

火
災
の
発
生
を
知
っ
て
い
れ
ば

助
か
っ
た
方
も
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

消
防
法
を
改
正
し
全
国
一
律
に

住
宅
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

○
設
置
維
持
に
つ
い
て

新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
６

月
１
日
か
ら
設
置
が
必
要
で

す
。

既
存
の
住
宅
は
、
平
成
23
年
５

月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で

す
。

（
消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
紀

美
野
町
火
災
予
防
条
例
が
改
正

さ
れ
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。）

※
注
意
!!
消
火
器
と
同
様
に

悪
質
な
訪
問
販
売
や
点
検
を
す

る
者
が
出
没
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

又
、
国
の
技
術
基
準
に
適
合

し
な
い
住
宅
火
災
警
報
器
等
は

購
入
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑

定
品
に
は
、

「
鑑
定
マ
ー
ク
」

が
つ
い
て
い
ま

す
。
製
品
購
入

時
は
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

14

●火災発生件数…………………………0件
【事故別搬送人員】

1月の消防の動き

急 病
一般負傷
交通事故
そ の 他
合 計

管　内
32（１）
６（１）
６（ ）
３（ ）
47（２）

管　外
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

合　計
32（１）
６（１）
６（ ）
３（ ）
47（２）

※（ ）内については、ドクターヘリ要請
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編　集　後　記
先月19日（日）に和歌山市で開かれた第５回

ジュニア駅伝を取材に行きました。小・中学
生がそれぞれのまちのたすきをつないで、力
走する姿は毎年感動を与えてくれます。
この時期三寒四温と言って、暖かくなった

かと思えば寒くなったりしますが、確実に春
はすぐそこまで来ています。

次回の普通救命講習・再講習
は、平成18年4月2日

受講申し込みお問い合わせは、
紀美野町消防本部　警防課まで
（TEL  073－489－6302）

前部屋救急救命士前部屋救急救命士�前部屋救急救命士� 久保救急救命士久保救急救命士�久保救急救命士�

サイレン吹鳴について
本年も春の火災予防運動実施に伴い、下記のとおりサイレンの吹

鳴をいたしますので、火災等とお間違えのないようにお願いします。
１．吹鳴日時　平成１８年３月１日（水） 午前７時００分
２．吹鳴方法　一声（１分間）
尚、海南市内においても平成１８年３月１日から平成１８年３月

７日まで午後９時００分に一声（約一分間）サイレン吹鳴を行いま
すので、火災等とお間違えのないようにお願いします。

今
ま
で
医
師
に
し
か
認
め
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
「
気
管
挿
管
」

が
で
き
る
救
急
救
命
士
が
新
た

に
２
名
誕
生
し
、
６
名
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
日
本
赤
十
字

社
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
の
全

面
的
な
ご
協
力
を
得
て
、
実
習

を
修
了
し
た
も
の
で
、
実
習
に

際
し
快
く
同
意
く
だ
さ
っ
た
入

院
患
者
様
に
は
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
住
民
の

皆
様
方
に
は
気
管
挿
管
実
習
に

対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

「
気
管
挿
管
」
が

で
き
る
救
急
救
命
士

誕
　
生
!!



大健闘!! 紀美野町チーム　第12位
２月19日（日）に県庁～マリーナシティ間で開催された第５回

和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会において、紀美野町チ
ームは１時間30分10秒の好タイムで12位と大健闘しました。優勝
は、１時間22分35秒のタイムで走った海南市チームでした。

（10面に関連記事）
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生石高原山焼きのお知らせ
今年も恒例の春の風物詩となった生石高原山焼き

を下記のとおり実施します。
今回の山焼きは、面積約8.3haを予定しており、高

さ10ｍにもおよぶ炎はまさに壮観そのものです。
一般のみなさんに、観覧していただける場所を設

けておりますので、是非ご来場ください。
■日　　　時　平成18年3月19日（日）

9：00～14：20
〔悪天候の場合は、３月26日（日）に変更〕

■山焼き場所 生石高原笠石を中心とする周辺のス
スキ草原

■観 覧 場 所 生石高原笠石近く
■行 事 内 容

■実 施 団 体 主催：紀美野町・有田川町
後援：和歌山県
協力：紀美野町小川地区・有田川町生石区

■お問い合わせ先 紀美野町産業課
TEL 073－489－5901昨年の山焼きより

1区

行　　　　　事
山焼き（ススキ草原8.3ha）
無料ぜんざいコーナー

時　　　間
〔9:40～14:20〕
〔9:40～14:20〕

（3.3km）

小角　一平
（野上中学校３年）

2区 （1.5km）

楠岡　葵
（野上小学校６年）

3区 （2.2km）

古岩　沙紀
（美里中学校２年）

4区 （1.9km）

中田　瑛次
（野上小学校６年）

5区 （2.7km）

古阪　恵理子
（美里中学校１年）

6区 （3.6km）

宮脇　工
（野上中学校１年）

7区 （2.0km）

田伏　雅也
（野上小学校５年）

8区 （1.6km）

池原　友里恵
（野上小学校６年）

9区 （3.3km）

伊南　慈晃
（野上中学校１年）

10区（2.9km）

広尾　果苗
（野上中学校１年）

県庁前をスタートする第１区の選手たち（中学生男子）県庁前をスタートする第１区の選手たち（中学生男子）�
写真中央のゼッケン⑬が本町チームの小角選手写真中央のゼッケン⑬が本町チームの小角選手�

県庁前をスタートする第１区の選手たち（中学生男子）�
写真中央のゼッケン⑬が本町チームの小角選手�


